
大
伴
家
持
天
平
二
十
年
春
正
月
の
歌

写
実
と
類
型
に
つ
い
て

島

田

裕

子

一

 
天
平
十
八
年
七
月
、
大
伴
家
持
は
越
中
国
へ
国
守
と
し
て
赴
く
。
二
十
九
歳

の
秋
で
あ
る
。
越
中
国
守
時
代
は
五
年
間
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
作
歌
総
数

四
七
三
首
中
二
二
三
首
と
、
き
わ
め
て
歌
数
が
多
く
作
歌
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り
、

独
自
の
歌
風
を
こ
の
時
期
に
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
窪
田
空
穂
氏
は
、
家
持
の

越
中
赴
任
を
、
「
京
の
歌
界
の
雰
囲
気
か
ち
離
れ
、
猫
り
任
地
に
過
ご
す
こ
と

に
な
る
と
、
偶
然
に
も
彼
の
歌
人
生
活
に
は
、
展
開
進
歩
が
起
こ
っ
て
き
た
の

で
あ
る
…
…
本
来
の
持
ち
味
の
上
に
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
徹
底

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
 

仁
向
ふ
と
共
に
、
一
家
の
風
格
を
確
立
し
て
き
た
」
と
評
す
る
。

 
家
持
が
そ
れ
ま
で
の
模
倣
性
の
強
い
類
型
的
な
歌
風
か
ら
、
彼
の
資
質
を
き

わ
や
か
に
熟
成
し
て
い
く
過
程
を
天
平
二
十
年
春
正
月
の
四
首
を
対
象
に
考
察

し
て
い
き
た
い
。

二

越
中
国
の
行
政
区
画
は
著
し
く
変
わ
る
。
初
出
は
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年

（
六
九
八
年
）
で
、
そ
の
当
時
北
陸
は
、
越
後
、
越
中
、
越
前
、
若
狭
と
い
う

行
政
区
画
に
分
か
れ
て
い
た
。
幾
度
か
の
変
遷
の
後
、
天
平
十
三
年
（
七
四
一

年
）
に
は
、
能
登
国
が
越
中
国
に
併
合
さ
れ
、
出
羽
、
越
後
、
越
中
、
越
前
、

若
狭
と
い
う
行
政
区
画
が
施
行
さ
れ
、
能
登
国
が
分
離
す
る
天
平
宝
字
元
年
（
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
七
年
）
ま
で
、
こ
の
区
画
は
続
く
。

 
家
持
が
、
国
守
に
任
命
さ
れ
た
時
は
、
能
登
国
は
越
中
に
合
併
さ
れ
て
お
り
、

越
中
は
大
国
・
上
国
・
中
国
・
下
国
の
上
国
で
、
大
き
な
行
政
区
画
の
国
で

あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
よ
う
 
 
 
じ
よ
う

 
国
司
は
中
央
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る
地
方
官
で
、
守
、
介
、
大
鷺
・
小
縁
、

大
目
・
小
目
の
四
等
官
の
総
称
で
あ
る
。
国
司
の
任
期
は
、
時
に
よ
り
四
年
か

ら
六
年
で
、
家
持
は
五
年
二
ヵ
月
滞
在
し
て
お
り
足
か
け
六
年
で
交
代
し
て
い

る
。
地
方
の
豪
族
か
ら
任
用
す
る
郡
司
（
大
領
、
少
領
、
主
政
お
よ
び
主
勲
等
）

と
は
違
い
、
中
央
政
府
の
政
策
を
国
内
に
浸
透
さ
せ
る
役
目
を
担
い
、
一
国
の

 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

民
政
裁
判
を
掌
る
。
越
中
は
、
上
国
な
の
で
、
介
、
橡
、
目
、
各
々
一
人
か

ら
な
る
が
、
当
時
、
目
が
大
目
と
小
目
二
人
を
置
く
の
は
、
能
登
合
併
の
た
め

の
特
別
の
措
置
と
み
ら
れ
る
。

 
越
中
の
政
庁
で
あ
る
国
府
は
、
現
在
の
富
山
県
高
岡
市
伏
木
町
古
国
府
の
真

宗
寺
院
勝
興
寺
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
二
上
山
東
麓
の
高
台
に
位
置
し
射
水
川
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大
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家
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年
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写
実
と
類
型
に
つ
い
て
ー



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ

が
東
に
流
れ
、
富
山
湾
奈
呉
の
海
を
見
お
ろ
す
眺
望
の
よ
い
所
で
あ
る
。
国

守
館
も
国
辱
を
少
し
下
っ
た
伏
木
測
候
所
あ
た
り
で
、
こ
こ
も
見
晴
ら
し
の
よ

 
 
 
 
 
 
 
ら
 

い
高
台
に
あ
る
。
伏
木
の
地
名
は
元
来
、
「
出
雲
国
歩
宇
郡
出
雲
郷
の
国
府
趾

を
、
今
、
府
敷
と
呼
ん
で
み
る
の
は
、
府
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
い
ふ
意
と
解
さ

れ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
る
と
伏
木
も
亦
、
府
敷
の
意
で
あ
っ
て
、
国
府
の
無
く

な
っ
た
後
に
起
こ
っ
た
称
呼
か
も
知
れ
な
い
」
（
鴻
巣
盛
広
『
北
陸
万
葉
集
古

蹟
研
究
』
）
と
、
鴻
巣
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
国
府
跡
を
示
す
名
称
で
あ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
国
府
の
規
模
は
、
「
ほ
ぼ
方
面
町
域
」
（
藤
岡
謙
二
郎
『
国

府
』
）
と
推
定
さ
れ
、
役
所
、
学
校
、
倉
か
ら
成
っ
て
い
た
。
役
所
に
は
、
税
率
、

大
嘘
所
、
調
所
、
朝
集
所
、
健
児
所
、
早
生
所
、
田
文
所
、
公
文
所
、
弁
済
所

の
各
部
所
が
あ
る
。
学
校
は
、
学
館
、
廟
。
倉
は
穀
倉
、
兵
庫
、
根
糖
庫
、
鈴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔵
。
倉
屋
の
数
は
三
十
～
四
十
程
度
、
と
川
口
常
孝
氏
は
考
察
さ
れ
る
。
越

中
は
大
国
で
は
な
い
が
、
上
国
で
家
持
に
は
栄
転
で
あ
っ
た
。

 
天
平
十
八
年
八
月
七
日
新
し
い
国
守
着
任
の
宴
が
国
守
館
で
催
さ
れ
る
。
こ

こ
に
橡
大
伴
宿
禰
池
主
、
大
目
秦
忌
寸
八
千
島
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
天
平

十
九
年
四
月
二
十
六
日
、
大
伴
池
主
の
館
で
の
宴
に
は
、
介
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
は
た
け

の
名
が
見
え
る
。
天
平
二
十
一
年
に
は
少
目
秦
伊
美
吉
石
竹
の
館
で
の
宴
も
記

し
て
あ
る
。
国
守
家
持
を
補
佐
す
る
国
司
は
、
右
の
よ
う
な
人
々
で
あ
る
。

 
次
官
、
介
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
は
、
天
平
十
七
年
十
月
二
十
一
日
の
「
大
蔵
省

移
」
（
『
正
倉
院
文
書
』
）
に
「
正
六
位
上
行
少
丞
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
」
と
あ
り
、

大
蔵
の
少
丞
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
越
中
国
介
に
転
任
し
、
天
平
勝
宝
五
年
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ

月
に
は
造
東
大
寺
判
官
と
し
て
京
に
い
る
。
歌
は
一
八
・
四
〇
八
七
、
一
九
・

四
二
〇
〇
、
一
九
・
四
二
三
三
。
一
九
・
四
二
三
〇
左
注
、
一
九
・
四
二
五
〇
、

一
九
・
四
二
五
一
題
詞
に
も
名
が
見
え
、
家
持
を
中
心
と
す
る
越
中
で
の
宴
に

よ
く
列
席
し
て
い
る
。

 
三
等
官
橡
大
伴
宿
禰
国
主
は
、
同
じ
大
伴
の
一
族
で
あ
る
。
血
縁
関
係
は
分

か
ら
な
い
が
、
国
司
に
は
「
三
等
以
上
の
親
を
用
み
る
こ
と
を
得
じ
」
（
『
選
早

言
』
）
と
あ
る
の
で
、
従
弟
よ
り
は
遠
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
天
平
十
年
十
月
、

橘
奈
良
麻
呂
の
宴
に
同
席
し
て
、
と
も
に
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
ど
の
く
ら
い
親

し
か
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
越
中
で
の
再
会
で
歌
友
と
し
て
親
密
な
交

遊
が
始
ま
る
。
天
平
十
九
年
秋
、
弟
女
持
を
亡
く
し
て
か
ら
、
門
主
が
、
家
持

の
歌
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
越
中
で
の
池
主
と
の
交
遊
な
く
し
て
、

歌
人
家
持
は
語
り
得
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
亭
主
は
家
持
が
赴
任
し
た
と
き
に
は

す
で
に
着
任
し
て
お
り
、
天
平
十
九
年
夏
に
越
前
国
の
橡
に
転
任
し
て
い
る
。

天
平
勝
宝
五
年
に
は
左
京
少
進
、
天
平
勝
宝
八
年
に
は
式
部
少
丞
で
あ
っ
た
と

万
葉
集
中
に
み
え
る
。
し
か
し
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
年
）
の
橘
奈
良
麻
 
 
幻

呂
の
変
に
連
座
し
て
捕
ま
り
、
命
を
落
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
彼
の
記
 
 
口

載
は
諸
文
書
に
な
い
。

 
大
目
秦
忌
寸
八
千
島
は
、
国
司
の
四
等
官
で
、
八
千
島
に
つ
い
て
は
伝
未
詳

で
あ
る
。

 
少
目
秦
伊
美
吉
石
竹
も
同
じ
く
四
等
官
。
『
続
日
本
紀
』
に
天
平
宝
字
八
年

十
月
「
正
六
母
上
秦
忌
寸
伊
波
太
気
授
二
外
事
五
位
下
一
」
、
宝
亀
五
年
三
月
「
爲

二
飛
騨
守
一
」
、
七
年
三
月
「
外
従
五
位
下
手
忌
寸
石
竹
爲
二
（
播
磨
）
介
）
と

あ
る
。

・
家
持
を
迎
え
た
四
人
の
国
司
は
、
と
も
に
京
の
人
で
あ
り
、
位
の
上
下
は
あ

る
け
れ
ど
、
国
庁
付
近
に
あ
る
各
々
の
公
舎
で
度
々
宴
席
を
催
し
、
歌
を
詠
み
、

京
を
偲
ぶ
。
国
守
家
持
を
中
心
に
越
中
歌
壇
と
も
言
う
べ
く
風
流
な
歌
が
詠
ま

れ
、
家
持
に
と
っ
て
は
越
中
は
居
心
地
の
わ
る
い
と
こ
ろ
で
は
決
し
て
な
か
っ



た
。

三

 
国
庁
は
二
上
山
の
ふ
も
と
の
小
高
い
丘
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
呉
呉
の
海
、

そ
し
て
富
山
湾
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
京
育
ち
の
家
持
に
と
っ
て
、
こ

の
よ
う
に
毎
日
海
を
見
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
美
し
い
海
や
山
に

恵
ま
れ
て
、
若
い
国
守
は
越
中
の
風
土
を
積
極
的
に
歌
い
込
も
う
と
す
る
。
特

に
三
期
で
も
国
守
館
で
も
日
々
み
は
る
か
す
富
山
湾
、
奈
呉
の
海
は
彼
の
作
歌

意
欲
を
刺
激
し
た
よ
う
で
、
何
度
か
繰
り
返
し
、
練
り
直
し
詠
ん
で
い
る
。
京

に
は
な
い
自
然
に
触
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
類
型
的
な
発
想
・
表
現
か
ら
抜
け
出

し
、
対
象
を
把
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
え
る
。
越
申
の
風
土
が
、
彼
に
与
え

た
影
響
は
大
き
い
。

 
 
あ
ゆ
の
風
越
の
俗
の
語
に
東
の
風
を
あ
ゆ
の
か
ぜ
と
い
ふ
い
た
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
海

 
 
人
の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
一
七
）

 
一
心
と
朧
寒
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
江
に
妻
呼
び
か
は
し
鶴
さ
は
に
鳴
く
念

 
 
 
 
 
 
 
さ
わ

 
 
に
元
ふ
、
「
鶴
騒
く
な
り
」
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
一
八
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

 
 
天
衣
る
鄙
と
も
著
く
こ
こ
だ
く
も
繁
き
恋
か
も
和
ぐ
る
日
も
な
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
一
九
）

 
 
 
 
 
 
し
な
ぬ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
る
ひ

 
 
越
の
海
の
信
濃
浜
の
名
な
り
の
浜
を
行
き
暮
ら
し
長
き
潔
日
も
忘
れ
て
思
へ

 
 
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
山
一
〇
）

 
 
 
 
右
の
四
首
、
天
平
二
十
年
春
正
月
二
十
九
日
、
大
伴
宿
禰
家
持

 
右
の
歌
群
は
、
天
平
二
十
年
一
月
に
守
大
伴
宿
禰
家
持
が
歌
っ
た
も
の
で
あ

る
。 

第
一
首
、
第
二
首
が
質
草
の
海
の
情
景
を
、
，
第
三
首
、
第
四
首
は
望
郷
を
拝

大
伴
家
持
天
平
二
十
年
春
正
月
の
歌

写
実
と
類
型
に
つ
い
て
一

情
的
な
調
べ
で
歌
い
上
げ
て
い
る
。

て
い
く
。

こ
の
四
首
の
歌
群
を
以
下
詳
し
く
検
討
し

 
ま
ず
第
一
首
。

 
 
あ
ゆ
の
風
越
の
俗
の
語
に
東
の
風
を
あ
ゆ
の
か
ぜ
と
い
ふ
い
た
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
海

 
 
人
の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
一
七
）

 
あ
ゆ
の
風
は
越
中
方
言
で
、
今
で
も
海
か
ら
吹
い
て
く
る
北
東
や
北
々
東
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぽ
 

風
を
年
配
の
人
は
「
あ
い
の
風
」
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
『
追
記
』

月
草
に
は
「
東
風
解
レ
氷
」
と
あ
り
、
東
風
が
吹
き
そ
め
て
氷
を
解
か
す
と
い

う
意
を
伏
線
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
ゆ
の
風
は
、
万
葉
集
中
で
は
、

家
持
の
孤
語
で
あ
り
、
四
〇
〇
六
に
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
越
中
の
方
言
を
取

り
入
れ
た
進
取
の
気
分
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
東
風
を
ア
ユ
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ

に
初
春
の
訪
れ
を
よ
ろ
こ
ぶ
さ
わ
や
か
な
語
感
が
作
者
の
気
に
入
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

 
し
か
し
、
家
持
が
あ
ゆ
の
風
を
歌
っ
た
の
は
、
こ
の
歌
を
入
れ
て
四
首
で
あ

り
、
先
行
歌
の
一
七
・
四
〇
〇
六
の
「
あ
ゆ
の
風
い
た
く
吹
け
ば
」
は
四
月
三

十
日
、
十
八
・
四
〇
九
三
の
「
英
遠
の
浦
き
寄
す
る
白
波
い
や
増
し
に
黙
し
き

寄
せ
来
あ
ゆ
を
い
た
み
か
も
」
は
五
月
十
日
頃
。
一
九
・
四
二
＝
二
の
「
あ
ゆ

を
い
た
み
奈
呉
の
浦
廻
に
寄
す
る
暑
い
や
千
重
し
き
恋
ひ
渡
る
か
も
」
は
五
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
日
か
ら
二
十
日
の
間
で
、
い
ず
れ
も
初
夏
か
ら
仲
夏
の
歌
で
あ
り
、
新
潮

古
典
集
成
本
や
小
学
館
古
典
全
集
本
の
注
に
、
あ
ゆ
の
風
に
春
風
の
意
を
こ
め

た
と
い
う
解
釈
は
あ
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
「
あ
ゆ
の
風
」
が
「
い
た
く
」
と

結
び
つ
く
こ
と
、
家
持
自
注
に
「
越
の
国
の
俗
の
語
に
東
の
風
を
あ
ゆ
の
か
ぜ

と
い
ふ
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
家
持
の
歌
で
は
、
北
東
に
ひ
ら
け
る
富
山
湾
よ
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り
「
時
に
吹
く
海
の
風
、
そ
れ
を
『
あ
ゆ
の
風
』
と
い
い
、
家
持
は
そ
れ
を
『
東

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風
』
と
と
ら
え
た
」
と
い
う
小
野
氏
の
説
に
従
い
た
い
。

 
加
え
て
、
家
持
は
越
の
国
の
俗
の
語
の
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
と
い
う
語
感
に
興
．

味
を
も
ち
、
歌
語
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
集
中
四
首
す
べ
て

家
持
作
歌
で
あ
り
、
月
日
を
隔
て
て
繰
り
返
し
用
い
た
と
こ
ろ
、
彼
の
好
き
な

語
句
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
ゆ

 
a
桜
田
へ
鶴
鳴
き
渡
る
年
魚
再
構
潮
干
に
け
ら
し
鶴
鳴
き
渡
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
二
七
一
 
高
市
黒
人
）

 
b
島
伝
ひ
玄
馬
の
崎
を
漕
ぎ
廻
れ
ば
大
和
恋
し
く
鶴
さ
．
わ
に
鳴
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
ゆ

 
 
 
 
 
 
（
三
・
三
八
九
 
若
宮
年
魚
麻
呂
諦
之
。
但
未
レ
五
二
作
者
一
。
）

と
い
う
第
二
首
、
四
〇
一
八
歌
の
類
同
表
現
歌
に
「
あ
ゆ
」
と
い
う
こ
と
ば
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
ゆ

あ
る
の
も
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
「
年
魚
」
の
ひ
び
き
を
も
つ
俗
語
「
あ
ゆ
の

か
ぜ
」
に
歌
人
家
持
が
鋭
敏
に
反
応
し
た
の
も
、
先
の
a
・
b
歌
、
特
に
a
の

黒
人
の
歌
か
ら
の
連
想
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
ま
た
、
家
持
の
奈
呉
の
海
を
詠
ん
だ
歌
は
、
天
平
十
八
年
八
月
、
大
目
秦
忌

寸
八
千
島
が
詠
ん
だ
、

 
 
奈
呉
の
海
人
の
釣
す
る
舟
は
今
こ
そ
ば
舟
棚
打
ち
て
あ
へ
て
漕
ぎ
出
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
五
六
）

の
歌
に
直
接
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
軽
信
の
海
の
歌
は
集
中
一
五
例
あ
る
。

そ
の
例
を
見
て
い
け
ば
、

 
①
舟
守
て
て
か
し
握
り
立
て
て
盧
り
せ
む
名
子
江
の
浜
辺
過
ぎ
か
て
ぬ
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
・
一
一
九
〇
 
藤
原
卿
）

 
②
名
児
の
海
の
朝
開
の
な
ご
り
今
日
も
か
も
磯
の
浦
廻
に
乱
れ
て
あ
る
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
・
一
一
五
五
 
作
者
未
詳
）

③
住
吉
の
名
児
の
浜
辺
に
馬
立
て
て
玉
拾
ひ
し
く
母
鳥
ら
え
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
・
一
一
五
三
 
作
者
未
詳
）

④
名
児
の
海
を
朝
漕
ぎ
来
れ
ば
海
中
に
鹿
子
そ
鳴
く
な
る
あ
は
れ
そ
の
鹿
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
・
一
四
一
七
 
作
者
未
詳
）

⑤
蓋
然
の
海
人
の
釣
す
る
舟
は
今
こ
そ
ば
舟
棚
打
ち
て
あ
へ
て
漕
ぎ
窪
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
五
六
 
大
目
秦
忌
寸
八
千
島
）

⑥
奈
呉
の
海
の
沖
つ
白
波
し
く
し
く
に
思
ほ
え
む
か
も
立
ち
別
れ
な
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
八
九
 
家
持
）

⑦
あ
ゆ
の
風
越
の
俗
の
語
に
東
の
風
を
あ
ゆ
の
か
ぜ
と
い
ふ
い
た
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
海

 
人
の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
一
七
 
家
持
）

⑧
灘
。
腱
寒
く
吹
く
ら
し
白
化
の
江
に
妻
呼
び
か
は
し
鶴
さ
は
に
鳴
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
一
八
家
持
）

⑨
奈
呉
の
海
に
舟
し
ま
し
貸
せ
沖
に
出
で
て
波
立
ち
来
や
と
見
て
帰
り
来
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
三
一
一
 
田
辺
福
麻
呂
）

⑩
波
立
て
ば
奈
落
の
浦
廻
に
寄
る
貝
の
間
な
き
恋
に
そ
年
は
経
に
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
三
三
 
田
辺
福
麻
呂
）

⑪
奈
呉
の
海
に
潮
や
は
や
干
ば
あ
さ
り
し
に
出
で
む
と
鶴
は
今
そ
鳴
く
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
三
四
 
田
辺
福
麻
呂
）

⑫
…
…
い
つ
が
り
あ
ひ
て
 
に
ほ
鳥
の
 
二
人
並
び
居
 
奈
呉
の
海
の
 
奥

 
を
深
め
て
 
さ
ど
は
せ
る
 
君
の
心
の
 
す
べ
も
す
べ
な
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
八
・
四
一
〇
六
 
家
持
）

⑬
…
…
行
く
水
の
 
い
や
増
し
に
の
み
 
鶴
が
鳴
く
 
奈
呉
江
の
菅
の
 
ね

 
も
こ
ろ
に
 
思
い
結
ぼ
れ
、
嘆
き
つ
つ
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
八
・
四
一
＝
ハ
家
持
）
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⑭
…
…
思
う
そ
ら
 
苦
し
き
も
の
を
 
奈
呉
の
海
人
の
 
潜
き
取
る
と
い
ふ

 
 
白
玉
の
 
見
が
欲
し
御
面
…
…
 
 
 
 
（
一
九
・
四
一
六
九
 
家
持
）

 
⑮
あ
ゆ
を
い
た
み
奈
呉
の
浦
廻
に
寄
す
る
波
い
や
千
重
し
き
に
恋
ひ
渡
る
か

 
 
も
．
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
・
四
二
＝
二
家
持
）

以
上
の
一
五
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
①
②
③
④
の
巻
込
の
摂
津
奈
呉
の

海
の
歌
か
ら
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
影
響
を
受
け
て
い
な
い
。
越
中
奈
呉
の

海
の
歌
は
大
目
秦
忌
寸
八
千
島
か
ら
始
ま
り
、
家
持
が
こ
れ
よ
り
影
響
を
受
け

て
様
々
に
詠
ん
で
い
る
。
国
士
、
国
守
館
よ
り
常
々
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る

奈
呉
の
海
を
家
持
は
詠
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
京
育
ち
の
家
持
が
越
中

の
海
辺
の
風
景
に
心
を
動
か
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
歌
い
込
も
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
⑤
の
八
千
島
の
歌
は
奈
呉
の
海
に
早
朝
漁
に
出
る
海
人
の
釣
舟
を
活
写

し
て
い
る
。
し
か
し
、
⑥
の
家
持
の
宴
席
歌
は
、
⑤
に
較
べ
て
、
奈
呉
の
海
は

序
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
奈
呉
の
海
を
写
実
的
に
囲
え
歌
っ
た

の
は
、
⑦
⑧
即
ち
天
平
二
十
年
春
正
月
の
四
〇
一
七
、
四
〇
一
八
歌
で
、
先
の

⑥
と
は
違
い
写
実
に
富
ん
で
お
り
、
早
春
の
奈
呉
の
海
の
寒
々
と
し
た
風
景
を

こ
ま
や
か
に
把
え
出
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
首
の
写
実
描
写
に
は
先

行
歌
が
あ
る
。
天
平
十
九
年
四
月
三
十
日
に
家
持
が
詠
ん
だ
長
歌
の
一
節
が
そ

れ
で
あ
る
。

 
 
 
京
に
入
る
こ
と
漸
く
近
づ
き
、
悲
情
擬
ひ
難
し
く
て
、
懐
を
述
ぶ
る
一

 
 
 
首
井
せ
て
一
絶

 
 
か
き
数
ふ
 
二
上
山
に
神
さ
び
て
 
立
て
る
つ
が
の
木
木
も
枝
も

 
 
同
じ
常
磐
に
 
は
し
き
よ
し
 
我
が
背
の
君
を
 
朝
去
ら
ず
 
逢
ひ
て
言

 
 
問
ひ
 
夕
さ
れ
ば
 
手
引
は
り
て
 
射
水
川
 
清
き
河
内
に
 
出
で
立
ち

て
 
我
が
立
ち
見
れ
ば
 
あ
ゆ
の
風
 
い
た
く
し
吹
け
ば
 
湊
に
は
 
白

大
伴
家
持
天
平
二
十
年
春
正
月
の
歌

写
実
と
類
型
に
つ
い
て
一

 
 
波
高
み
 
妻
呼
ぶ
と
 
渚
鳥
は
騒
く
 
葦
刈
る
と
 
海
人
の
小
舟
は
 
入

 
 
江
漕
ぐ
 
梶
の
音
高
し
 
そ
こ
を
し
も
 
あ
や
に
と
も
し
み
 
し
の
ひ
つ

 
 
つ
 
遊
ぶ
盛
り
を
 
天
皇
の
 
食
す
国
な
れ
ば
 
命
持
ち
 
立
ち
別
れ
な

 
 
ば
 
後
れ
た
る
 
君
は
あ
れ
ど
も
 
玉
梓
の
 
道
行
く
我
は
 
白
雲
の

 
 
た
な
び
く
山
を
 
岩
根
踏
み
 
越
え
隔
り
な
ば
 
恋
し
げ
く
 
日
の
長
け

 
 
む
そ
 
そ
こ
思
へ
ば
 
心
し
痛
し
 
ほ
と
と
ぎ
す
 
声
に
あ
へ
貫
く
 
玉

 
 
に
も
が
 
手
に
巻
き
持
ち
て
 
朝
夕
に
 
見
つ
つ
行
か
む
を
 
置
き
て
行

 
 
か
ば
惜
し
（
一
七
・
四
〇
〇
六
 
家
持
 
天
平
十
九
年
四
月
三
十
日
）

 
こ
の
長
歌
は
、
正
税
帳
史
と
し
て
上
京
す
る
日
が
間
近
く
な
っ
た
こ
ろ
、
家

持
が
池
主
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
り
、
天
平
十
九
年
四
月
二
十
日
の
⑥
の
歌
よ
り

十
日
後
に
作
ら
れ
た
。
こ
の
長
歌
に
は
傍
線
の
よ
う
な
表
現
が
み
え
る
。

 
小
野
寛
氏
は
家
持
の
天
平
二
十
年
春
正
月
四
首
に
つ
い
て
「
第
一
二
四
〇
一

七
と
第
二
首
四
〇
一
八
は
右
の
よ
う
に
四
〇
〇
六
歌
か
ら
構
成
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
あ
ゆ
の
風
が
い
た
く
吹
け
ば
、
水
門
に
そ
の
風
が
吹
き
寄
せ
、
白
波
が

高
く
立
つ
の
を
、
『
あ
ゆ
の
揮
い
た
く
吹
く
ら
し
』
と
『
水
門
風
寒
く
吹
く
ら
し
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
重
ね
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
考
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
遡
っ
て
、
池
主
の
「
…
…

馬
打
ち
群
れ
て
 
携
は
り
 
出
で
立
ち
見
れ
ば
 
射
水
川
 
湊
の
渚
鳥
 
朝
な

ぎ
に
 
潟
に
あ
さ
り
し
 
潮
満
て
ば
 
妻
呼
び
か
は
す
…
…
」
（
一
七
・
三
九

九
三
 
天
平
十
九
年
四
月
二
十
六
日
）
に
、
四
〇
〇
六
歌
へ
の
影
響
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
池
主
の
長
歌
の
表
現
を
含
み
こ
み
、
四
〇
〇
六
歌
の
自
然
描
写

が
成
立
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
家
持
が
「
奈
呉
の
海
の
沖
つ
白
波
し

く
し
く
に
」
と
い
う
大
雑
把
な
奈
呉
の
海
の
把
え
方
と
、
序
詞
と
し
て
の
機
能

か
ら
離
れ
て
、
射
水
川
河
口
即
ち
奈
呉
の
海
を
、
「
あ
ゆ
の
風
 
い
た
く
し
吹

け
ば
 
湊
に
は
 
白
波
膨
み
 
妻
呼
ぶ
と
 
渚
鳥
は
騒
く
 
葦
刈
る
と
 
海
人

〔ユ5〕



の
小
舟
は
 
入
江
漕
ぐ
 
梶
の
音
高
し
」
と
詠
む
、
こ
の
六
十
字
に
及
ぶ
湊
の

風
景
描
写
と
自
然
描
写
意
識
で
あ
ろ
う
。

 
越
中
の
朝
夕
に
見
や
る
射
水
川
か
ら
奈
呉
の
湊
の
風
景
を
、
こ
の
長
歌
の
描

写
は
よ
く
表
現
し
て
お
り
家
持
は
気
に
入
っ
て
い
た
の
か
、
・
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に

一
年
後
の
天
平
二
十
年
春
正
月
、
奈
呉
の
海
の
短
歌
を
作
歌
す
る
。

 
次
に
第
二
首
、
四
〇
一
八
歌
。

 
 
湊
風
寒
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
江
に
妻
呼
び
か
は
し
鶴
さ
は
に
鳴
く

 
 
＜
一
に
云
ふ
「
鐘
く
な
り
」
〉

は
、
第
一
首
・
四
〇
一
七
歌
と
同
じ
く
奈
呉
の
江
の
風
景
で
あ
る
。
「
ら
し
」

と
い
う
推
定
の
助
動
詞
が
付
い
て
い
る
の
で
、
前
歌
と
同
じ
く
作
者
の
視
点
は

海
か
ら
遠
く
、
お
そ
ら
く
は
国
庁
あ
た
り
で
眺
望
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
一
七
・
四
〇
〇
六
の
「
あ
ゆ
の
風
 
い
た

く
吹
け
ば
 
湊
に
は
 
白
波
高
み
 
妻
呼
ぶ
と
 
年
光
は
牽
く
」
の
写
実
描
写

を
さ
ら
に
進
め
て
、
鶴
が
鳴
く
奈
呉
の
江
の
寒
々
と
し
た
光
景
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
「
鶴
さ
は
に
鳴
く
」
は
、
集
中
三
例
あ
る
。
鶴
が
集
中
四
十
五
例
詠
ま

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
表
現
は
三
例
し
か
な
い
。

 
 
磯
の
崎
漕
ぎ
た
み
行
け
ば
近
江
の
海
八
十
の
湊
に
鶴
さ
は
に
鳴
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
二
七
三
 
高
市
連
黒
人
）

 
 
 
 
み
ぬ
め

 
 
島
伝
ひ
敏
の
崎
を
漕
ぎ
廻
れ
ば
大
和
恋
し
く
鶴
さ
は
に
鳴
く

 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
三
八
九
 
若
宮
年
魚
呂
訥
之
。
但
未
レ
審
二
作
者
一
）

と
、
四
〇
一
八
歌
の
三
例
の
み
で
あ
る
。
類
似
表
現
に
、

 
 
沖
辺
よ
り
潮
満
ち
来
ら
し
可
良
の
浦
に
あ
さ
り
す
る
鶴
鳴
き
て
騒
ぎ
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
五
・
三
六
四
二
遣
新
羅
使
）

と
あ
る
が
、
意
外
に
少
な
い
表
現
で
あ
る
。
特
に
高
市
連
黒
人
の
歌
は
、
「
高

市
連
黒
人
の
鵜
旅
の
歌
八
首
」
の
中
か
ら
の
一
首
で
あ
り
、
そ
の
前
に
は
「
桜

田
へ
鶴
鳴
き
渡
る
年
魚
面
面
潮
干
に
け
ら
し
鶴
鳴
き
渡
る
」
（
三
・
二
七
一
）

も
あ
り
、
黒
人
の
羅
濡
歌
か
ら
の
影
響
は
看
過
で
き
ず
望
郷
と
い
う
テ
ー
マ
を

引
き
継
い
で
い
る
。
こ
の
天
平
二
十
年
春
正
月
四
首
の
す
ぐ
前
に
、
黒
人
の
、

 
 
婦
負
の
野
の
す
す
き
押
し
な
べ
降
る
雪
に
宿
借
る
今
日
し
悲
し
く
思
ほ
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
一
六
）

が
置
か
れ
て
い
る
の
も
単
な
る
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
望
郷
、
よ
る
べ
な
く
揺

ら
ぐ
旅
愁
等
発
想
上
も
、
語
句
の
上
か
ら
も
、
黒
人
を
基
底
に
し
て
作
歌
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 
第
三
首
、
四
〇
一
九
歌
に
つ
い
て

 
 
天
儲
る
鄙
と
も
著
く
こ
こ
だ
く
も
繁
き
恋
か
も
和
ぐ
る
日
も
な
く

 
「
天
華
る
鄙
」
は
集
中
二
十
四
例
中
、
家
持
十
二
例
。
越
中
に
赴
任
し
て
以
来
、

繰
り
返
し
用
い
る
。
「
こ
こ
だ
く
も
」
或
い
は
「
こ
こ
だ
」
は
、
こ
ん
な
に
も

数
多
く
、
こ
ん
な
に
も
ひ
ど
く
の
意
で
集
中
三
十
四
例
と
多
い
。
そ
の
半
数
が
、

恋
の
歌
と
結
び
つ
い
て
、
つ
の
る
恋
心
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
家
持
の
「
こ

こ
だ
く
も
繁
き
恋
か
も
」
は
、
先
行
歌
の
類
型
的
な
発
想
、
表
現
を
な
ぞ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
懐
か
し
い
し
ら
べ
を
も
っ
こ
と
に
な
る
。

 
下
句
の
「
繁
き
恋
か
も
和
ぐ
る
日
も
な
く
」
は
、
類
同
表
現
は
な
い
。
集
中
、

和
ぐ
は
七
例
、
そ
の
う
ち
家
持
は
五
例
と
多
い
。
七
例
と
も
望
郷
、
相
聞
を
テ
ー

噛
マ
と
し
て
い
る
。
家
持
の
五
例
は
、
青
春
時
代
に
坂
上
大
嬢
に
送
っ
た
、

 
 
相
見
て
ば
し
ま
し
く
恋
は
な
ぎ
む
か
と
思
へ
ど
い
よ
よ
恋
ま
さ
り
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
五
三
）
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を
初
出
に
、
三
十
三
歳
の
「
う
つ
せ
み
は
 
恋
を
繁
み
と
 
春
ま
け
て
 
思
ひ

繁
け
ば
 
引
き
墓
ぢ
て
 
折
り
も
折
ら
ず
も
 
見
む
ご
と
に
 
心
和
ぎ
む
と
…

…
」
（
一
九
・
四
一
八
五
、
天
平
勝
宝
二
年
四
月
）
と
い
う
長
歌
ま
で
用
い
ら

れ
る
。
つ
の
る
思
い
が
や
わ
ら
ぐ
（
和
ぐ
）
と
思
っ
た
が
、
ま
す
ま
す
つ
の
る

と
い
う
形
で
家
持
は
使
う
。

 
家
持
に
し
て
は
激
し
い
望
郷
と
妻
恋
い
の
歌
で
あ
る
が
、
手
練
れ
た
表
現
を

用
い
、
発
想
も
新
鮮
味
に
乏
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
故
の
安
定
感
が
あ
る
。

 
次
に
四
〇
二
〇
歌
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。

 
 
越
の
海
の
信
濃
浜
の
名
な
り
の
浜
を
行
き
暮
ら
し
長
き
春
日
も
忘
れ
て
思
へ

 
 
や

 
「
越
の
海
の
、
・
信
濃
の
浜
を
歩
い
て
日
を
暮
ら
し
、
そ
の
長
い
春
の
日
に
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
 

京
恋
し
さ
を
忘
れ
ら
れ
よ
う
か
、
忘
れ
ら
れ
は
し
な
い
の
だ
」
と
い
う
意
で
あ

る
。
越
の
海
は
、
高
沢
瑞
信
の
『
万
葉
越
路
の
栞
』
に
「
革
質
は
奈
古
海
濱
と

奈
古
入
江
の
問
の
濱
路
に
て
今
も
旅
人
往
来
す
る
所
な
る
べ
し
。
今
古
名
を
失

へ
ば
其
所
さ
だ
か
な
ら
ず
。
今
も
放
生
津
新
町
に
信
濃
祭
と
い
ふ
官
長
あ
り
、

土
人
は
託
言
し
て
シ
ナ
ン
祭
と
呼
べ
リ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
富
田
景
周
の
『
楢

葉
越
枝
折
』
に
は
魚
津
の
海
浜
説
が
あ
る
が
、
四
〇
一
七
・
四
〇
一
八
の
奈
呉

の
江
の
歌
と
同
日
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
魚
津
説
は
遠
す
ぎ
る
。

 
「
行
き
暮
ら
し
」
は
『
万
葉
集
全
注
』
に
は
、
歩
い
て
一
日
を
暮
ら
し
と
い

う
意
と
あ
り
、
集
中
四
例
。

 
 
…
…
我
が
行
く
川
の
 
川
隈
の
 
八
十
隈
お
ち
ず
 
万
た
び
 
か
え
婬
見

 
 
つ
つ
 
玉
桿
の
 
道
行
き
暮
ら
し
 
あ
を
に
よ
し
 
奈
良
の
京
の
 
佐
保

 
 
川
に
 
い
行
き
至
り
て
…
…
 
 
 
 
 
 
 
（
一
・
七
九
 
作
者
未
詳
）

大
伴
家
持
天
平
二
十
年
春
正
月
の
歌

写
実
と
類
型
に
つ
い
て
一

 
 
あ
し
ひ
き
の
山
行
き
暮
ら
し
宿
借
ら
ば
耳
立
ち
待
ち
て
宿
貸
さ
む
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
・
一
二
四
二
 
作
者
未
詳
）

 
 
豊
国
の
企
救
の
長
浜
行
き
暮
ら
し
日
の
暮
れ
行
け
ば
妹
を
し
そ
思
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
二
・
三
二
一
九
 
作
者
未
詳
）

 
 
…
…
娘
子
ら
が
 
夢
に
告
ぐ
ら
く
 
汝
が
恋
ふ
る
 
そ
の
秀
つ
鷹
は
 
松

 
 
田
江
の
 
浜
行
き
暮
ら
し
 
つ
な
し
捕
る
 
氷
見
の
江
過
ぎ
て
…
…

 
（
一
七
・
四
〇
一
一
家
持
天
平
十
九
年
二
二
放
逸
鷹
一
、
夢
見
感
悦
作
歌
）

と
、
四
〇
二
〇
歌
で
あ
る
。
橋
本
達
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
二
・
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
お
 

二
一
九
歌
の
気
分
を
一
番
引
き
ず
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
家
持
の
先
行
歌
四
〇

＝
の
「
松
田
江
の
浜
行
き
暮
ら
し
」
と
い
う
長
歌
の
一
節
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
第
一
首
、
二
首
が
、
長
歌
の
一
節
か
ら
派
生
し
て
新
し
い
短
歌
に
な
っ

た
よ
う
に
、
第
四
首
も
長
歌
の
一
節
か
ら
派
生
し
た
歌
と
も
考
え
ら
れ
る
。
家

持
は
天
平
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
長
歌
を
立
て
続
け
に
詠
む
が
、
長
歌

制
作
の
後
、
手
元
に
未
整
理
の
歌
が
残
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
歌
を
も
と
に
四
首

が
成
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
も
捨
て
ら
れ
な
い
。

 
「
長
き
春
日
」
と
い
う
表
現
も
歌
に
独
特
の
趣
き
を
与
え
て
い
る
。

 
 
霞
立
つ
 
長
き
春
日
の
 
暮
れ
に
け
る
 
わ
づ
き
も
知
ら
ず
 
む
ら
き
も

 
 
の
 
心
を
痛
み
 
ぬ
え
こ
鳥
う
ら
泣
き
居
れ
ば
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
・
五
 
軍
王
）

 
 
春
さ
れ
ば
ま
つ
咲
く
や
ど
の
梅
の
花
ひ
と
り
見
つ
つ
や
春
日
暮
ら
さ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
五
・
八
一
八
 
山
上
憶
良
）

 
 
霞
立
つ
長
き
春
日
を
か
ざ
せ
れ
ど
い
や
な
つ
か
し
き
梅
の
花
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
五
・
八
四
六
 
小
野
淡
理
）

 
 
さ
に
づ
ら
ふ
妹
を
思
ふ
と
霞
立
つ
春
日
も
く
れ
に
恋
ひ
渡
る
か
も
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（
十
・
一
九
一
一
 
春
相
聞
 
作
者
未
詳
）

 
 
恋
ひ
つ
つ
も
今
日
は
暮
ら
し
つ
霞
立
っ
明
日
の
剤
削
を
い
か
に
暮
ら
さ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
九
一
四
 
春
相
聞
 
作
者
未
詳
）

 
 
お
ほ
ほ
し
く
君
を
相
見
て
菅
の
根
の
長
き
春
日
を
恋
ひ
渡
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
九
「
＝
 
春
相
聞
 
作
者
未
詳
）

 
 
朝
戸
出
の
君
が
姿
を
よ
く
見
ず
て
長
き
春
日
を
恋
ひ
や
暮
ら
さ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
九
二
五
 
春
相
聞
 
作
者
未
詳
）

 
 
相
思
は
ぬ
妹
を
や
も
と
な
菅
の
根
の
長
き
春
日
を
思
ひ
暮
ら
さ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
九
三
四
 
作
者
未
詳
）

 
 
相
思
は
ず
あ
る
ら
む
児
故
玉
の
緒
の
長
き
春
日
を
思
ひ
暮
ら
さ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
・
一
九
三
⊥
ハ
 
春
相
聞
 
作
者
未
詳
）

 
 
…
…
玉
梓
の
 
使
ひ
の
来
ね
ば
 
霞
立
つ
 
長
き
春
日
を
 
天
地
に
 
思

 
 
ひ
足
ら
は
し
…
…
我
が
恋
ふ
る
 
心
の
中
を
 
人
に
言
ふ
…
…
待
つ
こ
と

 
 
遠
み
 
天
伝
ふ
 
日
の
暮
れ
ぬ
れ
ば
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
＝
二
・
三
二
五
八
 
作
者
未
詳
）

 
 
越
の
海
の
信
濃
の
浜
を
行
き
暮
ら
し
長
き
春
日
も
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
二
〇
家
持
）

 
 
う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
上
が
り
心
悲
し
も
ひ
と
り
し
思
へ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
・
四
二
九
二
 
家
持
）

 
「
春
日
」
は
集
中
十
七
例
。
そ
の
中
で
「
長
き
春
日
」
と
い
う
表
現
は
七
例

で
あ
る
。
右
に
一
部
挙
げ
た
よ
う
に
比
較
的
慣
用
の
言
い
回
し
で
あ
る
。
巻
十

の
一
九
一
四
や
一
九
二
一
、
一
九
二
五
、
一
九
三
四
、
一
九
三
六
等
の
春
相
聞

の
趣
き
、
即
ち
長
い
春
の
日
の
た
ゆ
た
う
よ
う
な
恋
情
を
四
〇
二
〇
は
基
底
と

し
て
い
る
。

 
結
句
、
「
忘
れ
て
思
へ
や
」
は
、

 
 
大
伴
の
三
津
の
浜
な
る
忘
れ
貝
家
な
る
妹
を
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
・
六
八
 
身
人
部
王
）

 
 
夏
野
行
く
小
鹿
の
角
の
束
の
間
も
妹
が
心
を
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
五
〇
二
 
柿
本
人
麻
呂
）

 
 
須
磨
の
海
の
塩
焼
き
衣
な
れ
な
ば
か
一
日
も
君
を
忘
れ
て
思
は
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
九
四
七
 
山
部
赤
人
）

 
 
思
ひ
寄
り
見
寄
り
て
物
は
あ
る
も
の
を
一
日
の
間
も
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
一
・
一
二
四
〇
四
 
人
麻
呂
歌
集
）

 
 
あ
ら
た
ま
の
年
は
果
つ
れ
ど
し
き
た
へ
の
袖
交
へ
し
児
を
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
一
・
二
四
一
〇
 
人
麻
呂
歌
集
）

 
 
妹
が
袖
別
れ
て
久
に
な
り
ぬ
れ
ど
一
日
も
妹
を
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
五
二
二
六
〇
四
 
作
者
未
詳
）

 
 
越
の
海
の
信
濃
の
浜
を
行
き
暮
ら
し
長
き
春
日
も
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
二
〇
家
持
）

 
 
垂
姫
の
浦
を
漕
ぐ
舟
梶
間
に
も
奈
良
の
我
家
を
忘
れ
て
思
へ
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
八
・
四
〇
四
八
家
持
）

と
あ
る
。
集
中
八
例
中
、
二
例
が
家
持
で
あ
る
。
一
・
六
八
の
「
大
伴
の
三
津

の
浜
な
る
忘
れ
貝
回
な
る
妹
を
忘
れ
て
思
へ
や
」
が
家
持
の
念
頭
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
人
麻
呂
、
赤
人
、
人
麻
呂
歌
集
に
四
例
あ
り
、
天
平
年
間
の
歌
が

多
い
巻
十
等
に
全
く
用
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
家
持
の
時
代
で
は
古
風
な
言
い

回
し
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
家
持
は
あ
え
て
そ
の
古
め
か
し
い
表
現
を
取

り
入
れ
て
、
懐
か
し
く
郷
愁
を
さ
そ
う
歌
の
調
べ
を
作
ろ
う
志
試
み
た
の
で
は

な
い
か
。
こ
こ
で
は
類
型
的
表
現
を
巧
み
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
『
窪
田
空
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穂
評
釈
』
が
「
『
忘
れ
て
念
へ
や
』
は
強
い
語
で
あ
る
が
同
時
に
赤
鼠
な
も
の

で
上
か
ら
の
続
き
で
お
ほ
ら
か
に
上
品
に
旅
愁
を
現
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
よ
う
に
、
古
風
で
品
が
よ
く
、
し
か
も
誰
に
で
も
受
け
入
れ
や
す
い
郷

愁
を
さ
そ
う
調
べ
の
歌
を
意
識
的
に
作
歌
す
る
。

四

 
以
上
、
天
平
二
十
年
春
正
月
の
四
首
を
詳
し
く
見
て
き
た
。
な
お
、
こ
の
四

首
の
構
成
に
つ
い
て
、
小
野
寛
氏
（
前
掲
書
）
森
朝
男
氏
（
前
掲
書
）
橋
本
達

雄
氏
（
『
大
伴
家
持
作
品
論
孜
』
）
等
が
連
作
か
否
か
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
連
作
と
い
う
概
念
は
後
代
の
も
の
で
、
万
葉
歌
を
ど
こ
ま
で
そ
の
概
念
で

規
定
で
き
る
か
は
難
し
い
。
こ
の
歌
群
は
長
歌
制
作
か
ら
派
生
し
た
未
整
理
歌

を
ま
と
め
て
作
り
直
し
並
べ
た
と
い
う
趣
き
が
あ
り
、
強
い
連
作
構
成
が
つ
か

め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

 
最
後
に
、
天
平
二
十
年
春
正
月
の
歌
群
を
、
先
行
歌
と
の
影
響
関
係
を
み
な

が
ら
、
写
実
と
類
型
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
、
そ
の
作
業
の
ま
と
め
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
。

 
家
持
が
墨
黒
の
海
を
詠
ん
だ
歌
は
、
八
千
島
の
一
七
・
三
九
五
六
歌
を
発
端

と
し
、
七
巻
の
摂
津
奈
呉
の
海
の
古
歌
に
は
全
く
影
響
を
受
け
て
い
な
い
。
伏

木
の
国
庁
や
館
あ
た
り
か
ら
朝
夕
眺
め
た
奈
呉
の
海
の
実
景
を
家
持
は
写
実
的

に
詠
も
う
と
す
る
。
一
七
・
四
〇
〇
六
の
自
作
長
歌
の
一
部
で
、
奈
呉
の
海
の

澱
々
と
し
た
光
景
を
描
き
把
え
、
積
極
的
に
あ
ゆ
の
風
と
い
う
俗
語
を
取
り
入

れ
も
す
る
。
そ
し
て
、
天
平
二
十
年
春
正
月
の
四
〇
一
七
、
四
〇
一
八
歌
で
は
、

奈
呉
の
海
を
改
め
て
中
心
に
お
き
、
海
辺
の
風
景
を
動
的
に
詠
む
。
ま
た
、
四

〇
一
八
歌
で
は
「
あ
ゆ
の
風
」
を
「
湊
風
い
た
く
吹
く
ら
し
」
に
変
え
、
「
鶴

大
伴
家
持
天
平
二
十
年
春
正
月
の
歌

写
実
と
類
型
に
つ
い
て
一

さ
わ
に
鳴
く
」
の
表
現
を
黒
人
の
先
行
歌
よ
り
す
く
い
取
る
こ
と
で
、
伏
線
と

し
て
旅
愁
妻
恋
い
を
詠
む
。
強
ぐ
吹
く
風
に
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
見
え
隠
れ
す

る
小
舟
に
、
寄
る
べ
な
い
己
が
心
情
を
重
ね
て
い
く
。
初
春
の
荒
い
奈
呉
の
海

は
、
家
持
の
孤
愁
と
響
き
合
う
。
こ
れ
よ
り
後
、
家
持
は
奈
呉
の
海
を
序
詞
的

に
し
か
用
い
な
い
の
に
反
し
て
、
一
七
・
四
〇
〇
六
か
ら
四
〇
一
七
、
四
〇
一

八
の
歌
は
き
わ
め
て
写
実
的
な
把
え
方
を
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
家
持
の
作

歌
意
識
の
特
質
を
物
語
っ
て
い
る
。

 
前
二
首
が
具
象
的
、
写
実
的
な
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
の
四
〇
一
九
、

四
〇
二
〇
歌
は
、
類
同
表
現
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
郷
愁
を
好
情
的
に
歌

い
込
ん
で
い
く
。

 
四
〇
一
九
の
「
こ
こ
だ
く
も
繁
き
恋
か
も
」
は
、
そ
の
先
行
相
聞
歌
の
類
同

表
現
と
発
想
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
し
か
七
な
ぞ
る
こ
と
で
分
か
り
や
す
い
望
郷

の
歌
と
も
な
っ
て
い
る
。
四
〇
二
〇
歌
は
、
一
・
六
八
や
十
二
・
三
二
一
九
を

下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、
先
行
歌
を
巧
み
に
享
受
し
て
家
持
ら
し
い
歌
風
を
み

せ
て
い
る
。
「
長
き
春
日
」
と
春
愁
相
聞
を
漂
わ
す
巻
十
の
表
現
を
引
き
、
妻

恋
い
を
よ
り
洗
練
さ
れ
た
形
で
歌
う
。
加
え
て
、
家
持
と
同
時
代
人
は
も
う
使

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
忘
れ
て
思
へ
や
」
と
い
う
表
現
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
歌
に
古
風
で
お
お
ら
か
な
調
べ
を
作
り
、
い
っ
そ
う
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
を
深
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。

 
前
二
首
が
、
俗
語
を
取
り
入
れ
た
り
、
き
わ
め
て
写
実
的
な
情
景
歌
で
あ
る

の
に
対
し
、
後
二
首
は
古
体
を
取
り
入
れ
懐
か
し
い
郷
愁
を
さ
そ
う
歌
い
ぶ
り

で
、
彼
自
身
の
望
郷
と
妻
恋
い
を
詠
む
。

 
一
方
で
新
し
い
素
材
、
実
景
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
作
業
と
、
類
型
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
類
歌
が
も
っ
て
い
た
趣
き
も
含
み
こ
む
新
た
な
類

（19）



型
歌
制
作
の
作
業
と
、
二
つ
の
相
反
す
る
作
業
が
、
こ
の
四
首
で
は
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
首
、
第
二
首
の
進
取
の
姿
勢
に
対
し
て
、
第
三
首
、

第
四
首
に
古
風
な
表
現
を
取
り
入
れ
て
類
型
的
普
遍
的
な
拝
情
に
寄
り
そ
っ
て

歌
お
う
と
す
る
姿
勢
が
二
様
に
表
わ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
こ
の
傾
向
は
、
家

持
の
歌
風
の
一
つ
の
特
色
と
言
え
よ
う
。

 
天
平
十
九
年
は
、
「
忽
沈
一
柾
疾
二
、
上
弓
二
泉
路
一
。
伍
作
二
歌
詞
一
、
以
申
二

悲
緒
一
」
よ
り
始
ま
り
、
「
守
大
伴
宿
禰
家
持
贈
二
橡
大
伴
宿
禰
池
主
一
悲
歌
」

「
更
野
上
」
「
述
二
丁
緒
一
三
」
「
二
上
山
賦
」
「
遊
二
覧
布
勢
水
海
賦
」
「
立
山
賦
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
入
レ
京
漸
近
、
悲
情
難
レ
擬
、
述
レ
懐
」
「
忽
見
二
字
レ
京
述
レ
離
心
作
一
、
生
別

悲
忽
、
断
腸
万
廻
、
怨
緒
難
レ
禁
 
柳
奉
二
所
心
一
」
「
思
二
放
逸
鷹
一
 
夢
見
感

悦
作
」
と
、
．
続
け
ざ
ま
に
こ
れ
だ
け
の
長
歌
を
家
持
は
作
る
。
こ
の
長
歌
制
作

の
過
程
で
、
そ
し
て
新
し
い
越
中
の
風
土
に
触
発
さ
れ
て
、
京
ぶ
り
の
模
倣
的

で
類
型
的
な
発
想
が
ほ
こ
ろ
び
、
彼
独
自
の
の
び
や
か
な
歌
が
生
ま
れ
て
く
る
。

小
さ
な
歌
群
で
あ
る
が
、
天
平
二
十
年
春
正
月
の
四
首
は
、
家
持
の
歌
風
が
大

き
く
成
熟
し
て
い
く
う
ね
り
の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
類
型
か
ら
脱
皮
し
て
写

実
へ
、
旦
ハ
象
へ
と
向
か
う
作
歌
意
識
と
、
拝
情
的
な
面
で
は
類
歌
を
含
み
こ
み

つ
つ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
彼
独
自
の
拝
情
性
に
組
み
替
え
よ
う
と
す
る
作
歌
意
識

と
が
鮮
や
か
に
見
え
、
家
持
の
歌
風
が
熟
成
し
て
い
く
方
向
が
う
か
が
え
る
特

色
の
あ
る
歌
群
で
あ
る
。
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犬
養
孝
『
万
葉
の
旅
・
下
』
（
現
代
教
養
文
庫
 
昭
三
九
）

川
口
常
孝
『
大
伴
家
持
』
（
桜
楓
社
 
昭
五
一
）

同
量

橋
本
達
雄
『
万
葉
集
全
野
・
巻
十
七
』
（
有
斐
閣
 
昭
六
〇
）

高
岡
市
万
葉
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
編
『
大
伴
家
持
と
越
申
万
葉

の
世
界
』
（
雄
山
閣
 
昭
六
一
）

小
野
寛
「
東
風
あ
ゆ
の
風
考
」
、
『
駒
沢
国
文
』
昭
六
三
・
二

軍
朝
男
「
天
平
二
十
年
正
月
連
作
四
首
」
、
『
セ
ミ
ナ
ー
古
代
文
学
，
8
6
・

家
持
の
歌
を
読
む
∬
』
昭
六
二
・
八

小
野
寛
「
東
風
あ
ゆ
の
風
考
」

小
野
寛
「
大
伴
家
持
天
平
二
十
年
正
月
四
首
の
構
成
」
、
『
論
集
上
代
文

学
＝
ハ
冊
』
（
笠
間
書
院
昭
六
三
）

窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
第
十
巻
』

橋
本
達
雄
『
万
葉
集
全
巻
・
巻
十
七
』
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   321）））
窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
第
十
巻
』
（
東
京
堂
出
版
 
昭
六
〇
・
新
訂
）

山
口
博
『
万
葉
の
歌
1
5
・
北
陸
』
（
保
育
社
 
昭
六
〇
）

石
井
良
介
『
体
系
日
本
史
叢
書
4
・
法
制
史
』
（
山
川
出
版
社
 
昭
三
九
）


